
平成22年度 高速道路無料化社会実験 

〔効果検証について〕 

平成22年6月22日成 年 月

国土交通省 



検証の概要 

高速道路の無料化

実績データ観測 効果・影響分析

経済効果 

① 時間便益（時間損失）の分析

(1)  一般道から高速道路への転換 

（交通量（高速道路、一般道の区間の通行台数）） 

① 時間便益（時間損失）の分析

② 物流コストへの影響分析 

(2)  渋滞の変化 

（走行速度、渋滞回数、渋滞の長さ 等） 

③ 観光等の地域への波及効果分析 

(3) 物流車両の利用状況 

（高速道路利用回数、到着時間の正確さ 等） 

④ ＣＯ２排出量の増減分析

(4) 観光客数 

（主要観光地の観光客数、旅行回数 等） 

④ ＣＯ２排出量の増減分析

⑤ 他の交通機関への影響分析

(5) 他の交通機関の輸送量

（鉄道,フェリー等の輸送量 等） 

(6) その他
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⑤ 他の交通機関への影響分析(6) その他 

（交通事故、夜間騒音 等） 



検証結果の公表予定 

リアルタイムでデ タを収集し わかりやすく検証結果を公表リアルタイムでデータを収集し、わかりやすく検証結果を公表

開始日～  7月上旬  8月～ 
（1週間データ） （1,3,6ヶ月データ）

年度末 
（年間とりまとめ）（1週間デ タ） （1,3,6ヶ月デ タ）

高速道路の交通量 

（年間とりまとめ）

※渋滞発生の有無
高速道路への転換

渋滞量 

（一般道交通量） 

（走行速度 渋滞回数 等）

観測データの

※渋滞発生の有無 

物流車の利用回数 等 

観光地の観光客数 等

（走行速度,渋滞回数 等）
とりまとめ 

他の交通機関輸送量 

観光地の観光客数 等

※お盆や年末年始の※お盆や年末年始の

  渋滞状況も別途公表 
経済効果分析 
（時間便益,物流,観光） 

ＣＯ２排出量

他の交通機関の影響 
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これまでの観測            ＩＴＳの活用による常時・高精度の観測 

並行する一般道の渋滞状況の変化[京都丹波道路の例] 

れまで 観測 活用による常時 高精度 観測
 

[速度] 断面での走行速度調査  [速度]  区間の実際の走行時間データを収集 
～プローブカー※１のデータによる～ 

[交通量]  人手による交通量調査 
～5年に1度、道路センサス年に観測～ 

（秋季の１日に実施） 

[交通量] 365日24時間の観測 

     ～トラフィックカウンター※２の活用による～ 

台/日 
交通量・分担率の変化 ※１ 位置や時刻情報等の蓄積・

通信が可能なITS車載器等
を搭載 た 般車

                       
国道9号下矢田交差点付近 

1 

2 

京都丹波道路 

国道9号 

3 

4 
○％ 

○％ 

○％ 

○％ 

を搭載した一般車両

プローブカーの 
地点間所要時間 
の実績を時系列 
に集約

大井IC 

混雑時走行速度の変化 
40 

0 
実験前 実験中 

○○km/h 

亀岡IC 渋滞ポイント 

0

10 

20 

30 
○○km/h 

※２ センサーを用いて通過する
京都丹波道路 
（無料化区間）

：  篠IC 

0
実験前 実験中 

＜ＩＴＳの活用により低コストで把握が可能＞ 
3 

※２ センサ を用いて通過する
車両数等を自動的に計測
する観測機器 

（無料化区間） 

 



路線全体に関わる評価 

プローブカーのデータを活用することにより、１断面の速度変化だけでなく、路線全体

の速度変化を観測できる。 

矢印は速度状況を表現 

断面の速度から、路線全体の速度の評価へ（イメージ） 

大井IC 大井IC 

速度 
～ 10km/h 
～ 20km/h 
～ 30km/h 観測断面 

亀岡IC 亀岡IC 

京都丹波道路 
（無料化区間）

：  京都丹波道路 
（無料化区間）

： 篠IC 篠IC 

（無料化区間） 

 

（無料化区間）

 

 ○ 道路サービスの水準を、精度良く、透明化 
 ○ 地域の交通の課題を的確に把握し、低コストで効率的な対策  等にも活用 
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（参考） 高速道路無料化社会実験ホームページについて  

 ○ 社会実験の検証結果は、国土交通省ホームページで順次公表 

 国土交通省トップページ  高速道路無料化社会実験ホームページ（6/15に開設済） 

htt // lit j /i d ht lhttp://www.mlit.go.jp/index.html

実験開始後、結果を順次追加 
実験開始後の交通量について 

実験結果の検証について 

実験結果の検証について 

http://www.mlit.go.jp/road/road_fr4_000009.html 
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（参考） 検証の体制 
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（参考） 高速道路無料化社会実験における交通量等の観測箇所 

無料化社会実験を行う全区間（50箇所）で交通量等を観測

： 無料化社会実験区間 

： 無料で供用中区間 

無料化社会実験を行う全区間（50箇所）で交通量等を観測

深川西 

岩見沢 
下田百石 

八竜 

秋田中央 

： その他有料区間 

： 交通量等の観測箇所 
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